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【議題】(2)大牟田市国民健康保険条例の一部を改正する条例 (案)について

1.趣 旨
大牟田市国民健康保険条例の付則第 2条において、「新型インフルエンザ等対策特

別措置法 附則第 1条の 2(新型コロナウイルス感染症に関する特例)に規定する新
型コロナウイルス感染症に感染したときは、傷病手当金を支給する。」としている。

こうした中、新型コロナウイルス感染症に係る対策の推進を図るため、「新型イン

フルエンザ等対策特別措置法」が一部改正 (令和 3年 2月 13日 施行)され、附則第

1条の 2の規定が削除されたことから、大牟田市国民健康保険条例の一部を改正する

もの。

2.改正の内容
(1)新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正
改正前の「新型インフルエンザ等対策特別措置法」では、新型コロナウイルスに

ついて、同法附則第 1条の 2で「新型コロナウイルス感染症に関する特例」を規定

し、新型コロナウイルス感染症を同法第 2条第 1号に規定する「新型インフルエン

ザ等」に該当するものとみなしていた。

今回の改正では、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」

第 6条第 7項に規定されている「新型インフルエンザ等感染症」の定義の中に「新

型コロナウイルス感染症」を加える改正が行われたため、新型インフルエンザ等対

策特別措置法 附則第 1条の 2の規定が不要 (削除)と なつたもの。
(2)大牟田市国民健康保険条例の一部改正
(大牟田市国民健康保険条例の付則第 2条 )

上記のとおり、引用箇所が削除されたことから、一部改正を行うもの。

なお、改正条文の新型コロナウイルス感染症の定義証紙裂ュ旦九之五独ム底熟症
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れたものに限る競)である感染症をいう。)』 については、改正前の F新型インフ

ルエンザ等対策特別措置法 附則第 1条の 2」 の文言を引用している。(下記参照)

3.施行期巳

|

(参考)改正前の『新型インフルエンザ等対策特別措置法』 (抜粋 )

附則第 1条の 2(新型コロナウイルス感染症に関する特例 )

されたものに限る。)であるものに限る。第三項において同じ。)については、新型インフルエン

ザ等対策特別措置法の一部を改正する法律 (令和二年法律第四号。同項において「改正法」とい

う。)の施行の日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日までの間は、第二条

第一号に規定する新型インフルエンザ等とみなして、この法律及びこの法律に基づく命令 (告示

を含む。)の規定を適用する。

公布の日から施行する。
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備考改正案

付 則

(新型コロナウイルス感染症に感染 した被保険者等に係る傷病手当

金)

第2条 給与等 (所得税法 (昭和40年法律第33号)第28条第 1項に規定
する給与等をいい、賞与 (健康保険法第 3条第 6項に規定する賞与を
いう。)を除く。以下同じ。)の支払を受けている被保険者が療養の

ため労務に服することができないとき (新型コロナウイルス感染症 (病

鷹イ太がベー タタコロナ ウ/ル ス属の コロナ ウノrルス (令和 2年 1月 に、

中華人民共和国から世界保健機関に対 して、人に伝染する能力を有す

るこルが新たに報告されたや、のに限るハ)である感染症をい う∩以下
同じ。)に感染したとき又は発熱等の症状があり当該感染症の感染が

疑われるときに限る。)は、その労務に服することができなくなった
日から起算して 3日 を経過した日から労務に服することができない期

間のうち労務に就くことを予定していた日について、傷病手当金を支

給する。

2及び 3 (略 )

付 則

この条例は、公布の日から施行する。

現行

付 則                    、

(新型コロナウイルス感染症に感染 した被保険者等に係る傷病手当

金)

第2条 給与等 (所得税法 (昭和40年法律第33号)第 28条第 1項に規定
する給与等をいい、賞与 (健康保「父法第 3条第 6項に規定する賞与を

いう。)を除く。以下同じ。)の支払を受けている被保険者が療養の

ため労務に服することができないとき (新型インフルエンザ等対策特

印1措詈浅 (平成24年法律第31号)附則第■条の 2に規定する新型コロ
す ウノFルス咸染席 (以下 「新型 ゴロナ ウノイルス康染症 |と い う女 )に

感染したとき又は発熱等の症状があり当該感染症の感染が疑われると

きに限る。)は、その労務に服することができなくなつた日から起算
して 3日 を経過した日から労務に服することができない期間のうち労

務に就くことを予定していた日について、傷病手当金を支給する。

2及び 3 (略 )
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新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金について

現在、大牟田市国民健康保険においては、新型コロナウイルス感染症について、

さらなる感染拡大をできる限り防止するため、労働者が感染した場合に休みやす

い環境を整備することが重要であることから、会社等に雇用されている被用者の

うち、新型コロナウイルス感染症に感染した者等に傷病手当を支給する規定を設

けています。
この規定については、大牟田市国民健康保険条例の付則第 2条において、「新

型インフルエンザ等対策特別措置法 附則第 1条の2に規定する新型コロナウ
イルス感染症に感染したとき…、傷病手当金を支給する。」としているところで

す。
しかしながら、今般、国において、新型コロナウイルス感染症に係る対策の推

進を図るため 「 皇碑升J/｀夕つ ‖ヵエ ″ヽげ 笠 対 笹 性 町1措署 学 Ihミー 蝋 許 T大 力.附 日‖

第 1条の2の規定が削除されたことから、本市国民健康保険条例の一部を改正す

るものです。
この改正は、国の規定が変わることにより、本市国民健康保険条例の改正を行

うものですが、適用される対象者や支給額等については、改正前と変わるもので

はありません。

【対象者】

被用者 (給与等の支払を受けている者)の うち、新型コロナウイルス感染症に

感染した者、又は発熱等の症状があり感染が疑われる者。

【支給対象となる日数】

労務に服することができなくなつた日から起算して3日 を経過した日から労

務に服することができない期間のうち就労を予定していた日

【支給領】
1日 当たりの支給額(直近の継続した3月 間の給与収入の合計額■就労日数X

2/3)X支給対象となる日数
※ただし、給与等の全部または一部を受けることができる額が、上記により算

定した額を下回る場合のみ差額を支給。

また、2/3に相当する金額が 30,887円 を超えるときはその金額 (上限)。

【支給期間】

支給を始めた日から1年 6月 以内

【適用期間】

令和 2年 1月 1日 ～令和 3年 3月 31日 (2月現在)
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